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間体の存在を示唆し、またカルバニオン錯体における 5配位/6 配位変換の ECEC 反応機構を明らかに
している。第５章では、亜鉛錯体の電気化学とその酸化生成物を調べることで、配位子酸化に後続す
る分子内電子移動メカニズムに帰属した。 
以上のように、本論文は電気化学的手法が新規錯体合成や反応解析に対し強力な指針となることを
示し、錯体化学研究の新たな方法論を確立した。よって、博士（理学）の学位を授与するに値すると
審査した。 
